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下水道事業に関する基本データ
１

下水道事業

Ｒ１ 伸率 Ｒ２ 伸率 Ｒ３

行政区域内人口   A 人 304,705 △ 0.2 304,079 △ 0.6 302,122

現在処理区域内人口   B 人 256,829 1.4 260,464 0.7 262,379

接続（水洗化）済人口   Ｃ 人 228,445 0.5 229,681 0.3 230,407

人口普及率　 B/Ａ ％ 84.3 1.7 85.7 1.3 86.8

接続（水洗化）率　 Ｃ/B ％ 88.9 △ 0.8 88.2 △ 0.5 87.8

下水道布設延長 ｋｍ 1,316 1.8 1,340 3.1 1,382

年間総処理水量　Ｄ ㎥ 28,030,353 6.2 29,773,506 △ 3.8 28,631,183

年間有収水量　Ｅ ㎥ 23,606,196 1.6 23,983,228 0.2 24,042,195

有収率　　Ｅ/Ｄ ％ 84.2 △ 4.3 80.6 4.2 84.0

中央浄化センター 南部浄化センター

１

令和３年度は経営戦略元年です。「環境にやさしい安全・安心な下水道事業の展開」の理念の
もと、現状と課題、将来の事業環境の見通しを踏まえ、「安全」「環境」「持続」を柱とする施
策の実施を行っています。

具体的には、下水道の未普及地域へ計画的に整備を進めるとともに、老朽化が進む施設の更新
や維持管理の実施、また大雨をはじめ災害への備えなどの対策を講じてきました。また現状を踏
まえ、「生活排水処理基本構想」の見直しを始めました。未普及地域への将来の整備方針につい
て検討を行っていきます。

本ページでは、下水道事業に関する基本データを下記に示します。



下水道事業の主な事業
２

１ 経営効率化の推進（収納率向上への取り組み）

（概要）
令和3年度末時点で、下水道人口普及率は86.8％に達しており、福岡県の平均（83.7％）、都市

規模（30～50万人：86.3％）とほぼ同水準となっています。
都市の健全な発達、公衆衛生の向上及び公共用水域の保全を図る目的と、未整備地区住民からの

下水道整備に対する高い要望に応えるため、着実に整備を進めています。令和3年度の整備は計画ど
おり実施できましたが、新型コロナウイルス感染症の影響で、地元説明会が未実施であることや、
高齢者が多い市周辺部への整備が続いていることから、下水道への接続率は伸び悩んでおります。

（A）行政人口は平成29年度以降減少傾向ですが、
汚水処理区域人口は、整備面積拡大に伴い増加して
います。

（B）汚水処理区域戸数も増加していますが、接続
戸数の伸びが緩やかで、接続率も伸び悩んでいます。

（C）下水道使用料の収納率は横ばい傾向ですが、
区域拡大中かつコロナ禍においても、高水準を確保
できています。

【持続】下水道事業の基盤強化及び広域化・共同化

（A） （B）

（C）

・収納率向上の取り組み
収納率向上のためには、口座振替制への加入促進や、使用者の収納手段を拡充し利便性向上を図る

必要があります。令和3年度は、昨年度に引き続き、新規口座振替キャンペーンを実施することで口座
振替への加入促進を図りました（期間中1,723件）。また、令和4年2月より、スマートフォン決済ア
プリ（PayPay、LINEPay）での支払いを開始し、キャッシュレス決済の収納手段の拡充に努めました。

（令和３年度の取り組み）
・滞納整理の徹底

新型コロナウイルス感染症の影響により、市外転
出滞納者宅への訪問は中止しておりますが、滞納者へは、電話催告や督促状の送付等を行い、納付困
難者には随時相談に応じ、支払いの誓約をしております。

２



２ 未普及地域への整備

汚水管渠布設事業：（予算）88億4百万円 （決算）64億３百万円

（概要）
昭和47年の下水道供用開始以来、整備区域の拡大とそ

れに対応した下水道施設の拡張を行っており、平成２０
年８月に策定した「久留米市生活排水処理基本構想」に
基づき、現在に至るまで下水道整備を進めています。

令和3年度より、久留米市の将来の整備方針（上記、基
本構想）の見直し検討に着手しました。国の汚水処理施
設の概成目標（令和８年度まで）の動向や、経営状況を
踏まえながら、令和５年度中に整理予定です。

（令和3年度の取り組み）

令和3年度は、工期の関係で昨年度から繰り越してきた事業を含め、計画通りの整備（112ha）
を実施することが出来ました。

３ 下水道施設の計画的な更新・長寿命化（浄化センター/ポンプ場）

下水道施設改修事業：（予算）8億9百万円（うち補正7億１百万円）
（決算）7億48百万円

（概要）
久留米市内には、下水道施設が３か所、中継ポンプ場

が10か所及び、雨水ポンプ場があります。下水道施設
は昭和47年に供用開始した中央浄化センターをはじめ、
多くの施設の老朽化が進んでいます。

施設の改築にあたっては、中長期的な視点で費用の平
準化やライフサイクルコストの低減を考慮した「ストッ
クマネジメント計画」に基づき、取組みを進めています。

（令和3年度の取り組み）

ストックマネジメント計画に基づき、中央浄化センターの水処理電気設備改築工事や南部浄化セ
ンター汚泥処理・水処理機械設備の改築工事を実施しました。

また、4か所のポンプ場について改築工事を実施しました。

地域名 整備計画（R3末） 面整備率 普及率 備考

久留米地域 4,578ha／4,839ha 94.6% 97.8% 昭和42年事業認可

田主丸地域 270ha／516ha 52.2% 46.9% 平成15年事業認可

北野地域 378ha／483ha 78.3% 77.2% 平成16年事業認可

城島地域 114ha／198ha 57.5% 32.4% 平成22年事業認可

三潴地域 111ha／445ha 24.9% 25.2% 平成22年事業認可

下水道管を布設する様子

更新前（送風機） 更新後（省エネ型送風機）

【安全】計画的な下水道の普及

【安全】老朽化対策の推進

３



４ 下水道施設の計画的な更新・長寿命化（管路施設の維持管理）

（概要）
昭和42年度に下水道事業に着手以来、令和3年度末ま

でに整備した管路施設の全体延長は約1,367kmとなっ
ております。

現在、管路の維持管理として、定期点検・巡視を実施
しています。布設年度が古い市街地を中心に、管路布設
エリアを5ブロックに分け、概ね5年に1回点検が実施出
来る距離（約100km）を、毎年1ブロックずつ目視調
査（マンホール内から管路の状態を確認）しています。

５ 雨水事業の計画的実施（下水道浸水対策）

浸水対策事業：（予算）7億33百万円 （決算）7億31百万円

（概要）
都市化の進展による土地利用の変化や、近年の大雨等

により、市内の浸水対策を講じることは喫緊の課題と
なっています。

久留米市では、これまでの市単独での浸水対策に加え、
国・県と連携のもと「総合内水対策計画」を策定するな
ど、各地区の状況に応じた効果的かつ効率的な浸水対策
に取り組んでいます。

（令和3年度の取り組み）

令和3年度は、30.5kmの点検・巡視を実施しました。
また、点検・巡視の結果に基づき、管路更新のため実施設計を実施しました（約1.2km）。

（令和3年度の取り組み）

ソフト事業としては、市内の17水系において内水ハザードマップの作成をいたしました。浸水
に対して円滑な避難行動や平常時からの防災意識の向上に活用されるものです。

また、市民の自主防災意識の向上、市民と協働した安全・安心なまちづくりに資することを目的
とした雨水貯留タンク設置の助成を行っております（11件）。

ハード事業では、金丸川・池町川流域の浸水対策として、京町雨水幹線実施設計、金丸5号雨水
幹線管渠布設工事の実施、下弓削川流域の浸水対策として、御幣島公園雨水貯留施設実施設計、久
留米大学雨水貯留施設築造工事の実施、筒川流域の浸水対策として、浸水対策施設基本設計を実施
しました。

下水道管路内の様子

下水道管路施設維持･長寿命化対策事業：（予算）12億6百万円

久留米大学雨水貯留施設築造工事施行状況

【安全】効果的な浸水対策の推進

【安全】老朽化対策の推進

（決算）11億7百万円

４


